
B
S
C（
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
ソ
イ
ル
・
ク
ラ
ス
ト
）
を

活
用
し
た
植
生
の
自
然
侵
入
促
進
工
法

日
本
工
営
株
式
会
社

社
会
シ
ス
テ
ム
事
業
部

環
境
部

加

藤

靖

広

は
じ
め
に

こ
こ
で
紹
介
す
る

B
S
C
（
バ
イ
オ

ロ
ジ
カ
ル
・
ソ
イ
ル
・
ク
ラ
ス
ト
）
を

活
用
し
た
植
生
の
自
然
侵
入
促
進
工
法

（
以
下
、

B
S
C
工
法
と
す
る
）
と
は
、

土
壌
表
面
に
藻
類
を
散
布
す
る
こ
と
で
、

侵
食
防
止
効
果
を
有
す
る

B
S
C
の
形

成
を
促
し
、
早
期
に
基
盤
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
で
、
植
生
の
侵
入
を
促
進
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
工

法
は
国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研
究
所

と
日
本
工
営
（
株
）
の
共
同
開
発
技
術

で
あ
る
。

も
と
も
と
、
植
生
遷
移
に
お
い
て
、

B
S
C
の
形
成
は
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
自
然
現
象
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、

B
S
C
を
構
成
す
る
土

壌
藻
類
の
散
布
に
よ
り
、
自
然
状
態
で

は
時
聞
が
か
か
る

B
S
C
の
形
成
を
早

め
、
そ
れ
に
よ
り
植
生
遷
移
を
促
進
さ

せ
る
こ
と
が
、
本
工
法
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

な
お
、
一
般
的
な
工
事
等
で
用
い
ら
れ

て
い
る
種
子
吹
付
工
は
、
草
本
類
の
種
子

を
散
布
す
る
こ
と
で
、
同
様
な
内
容
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
調
達

環
境
や
コ
ス
ト
面
か
ら
外
来
種
の
種
子
が

広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
自
然
公
園
等

で
は
使
え
な
い
場
合
が
多
い
等
の
課
題
が

あ
っ
た
。
一
方
、
既
往
の
自
然
侵
入
促
進

工
法
は
、
施
工
直
後
か
ら
安
定
し
た
構

造
が
で
き
る
も
の
の
、
施
工
の
手
間
や
コ

ス
ト
面
か
ら
、
手
軽
に
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー

に
利
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

B
S
C
工
法
は
、
種
子
吹
付
工
の
よ

う
な
手
軽
さ
で
行
え
る
自
然
侵
入
促
進

工
法
と
い
う
、
上
記
の
課
題
に
対
応
す

る
新
た
な
特
性
を
も
っ
た
工
法
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
個

所
・
条
件
下
で
の
緑
化
や
植
生
復
元
へ

の
適
用
等
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

B
S
C
（
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・

ソ
イ
ル
・
ク
ラ
ス
ト
）
と
は

B
S
C
と
は
、
糸
状
菌
類
や
藻
類
、

地
衣
類
お
よ
び
苔
な
ど
が
地
表
面
の
土

粒
子
や
土
塊
を
絡
め
て
形
成
す
る
シ
ー

ト
状
の
土
壌
微
生
物
の

コ
ロ
ニ
ー
（
集

合
体
）
の
こ
と
を
指
す
。

B
S
C
は、

崩
壊
地
な
ど
に
お
け
る
自
然
植
生
の
遷

移
初
期
や
更
新
後
の
農
地
な
ど
、
ど
の

よ
う
な
場
所
に
お
い
て
も
時
間
経
過
と

共
に
観
察
さ
れ
る
一
般
的
な
事
象
で
あ

り
、
自
然
植
生
や
農
作
物
へ
与
え
る
影

響
は
特
に
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

近
年
、
主
に
南
西
島
興
域
で
の
赤
土

等
流
出
防
止
に
係
る
研
究
の
進
展
に
伴

い、

B
S
C
が
高
い
侵
食
防
止
効
果
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
・
検
証
さ
れ

て
お
り
、
侵
食
防
止
工
法
等
と
し
て
の

応
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

工
法
の
特
徴

施
工
方
法
は
、
基
本
的
に

B
S
C
資

材
等
を
適
用
個
所
に
散
布
す
る
の
み
で

あ
り
、
従
来
の
自
然
侵
入
促
進
工
と
比

較
し
て
安
価
で
簡
単
に
実
施
で
き
る
特

徴
が
あ
る
。
現
在
、
藻
類
メ
ー
カ
ー
の

協
力
に
よ
り
、
利
用
す
る
土
壌
藻
類
種

の
大
量
培
養
と
資
材
化
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
種

子
吹
付
工
用

の
散
布
機
器

を
用
い
て
利

用
す
る
、
散

布
す
る
他
の

資
材
・
種
子

等
に
混
ぜ
て

利
用
す
る
、

現
場
条
件
が

厳
し
く
機
材

の
使
用
が
困

難
な
場
合
に

は
手
撒
き
に

よ
り
散
布
す

る
な
ど
、
適

用
個
所
や
施
工
条
件
に
あ
わ
せ
、
さ
ま

ざ
ま
な
散
布
方
法
を
用
い
て
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

B
S
C
資
材
の
散
布
後
は
、
通
常
、

二
週
間
j

一
カ
月
程
度
で
、
散
布
し
た

藻
類
が
活
性
を
取
り
戻
し
て
増
殖
が
活

発
に
な
り
、

B
S
C
が
形
成
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
植
生
の
侵
入
が
進
ん
で
い
く
。

た
だ
し
、
既
往
の
緑
化
工
と
同
様
に
、

適
用
個
所
の
環
境
条
件
（
乾
湿
、
土
性

等
）
、
そ
の
他
局
所
的
な
要
因
等
に
よ

り、

B
S
C
の
形
成
状
況
は
影
響
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
り
植
生
の
侵
入
状
況
も
変
化

す
る
。
天
候
や
基
盤
環
境
等
の
状
況
に

BSCによる植生の自然侵入促進効果（イメ ージ）

様羽生化した状費量
｛働~・工事等による荒廃害事｝

ーで f＼＋  

令E・江主
BSCなし

表土と共に、浬土猶予‘
飛来種子等も~失
〈質生復元には時慣がかかる〉

~ 
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よ
っ
て
は
、
施
工
後
に
追
肥
や
潅
水
が

必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

B
S
C
に
期
待
さ
れ
る

効
果
等

（
こ

B
S
C
に
期
待
さ
れ
る
効
果

崩
壊
裸
地
等
に
お
い
て
、

B
S
C
の

形
成
に
伴
い
侵
食
が
防
止
さ
れ
る
と
、

土
壌
表
層
の
撹
乱
・
流
失
が
抑
制
さ
れ
、

表
土
環
境
が
安
定
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

埋
土
種
子
や
飛
来
種
子
の
流
失
が
減
少

し
、
生
育
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ニ
）
安
全
性
な
ど

B
S
Cを
早
期
形
成
さ
せ
る
た
め
に
用

い
て
い
る
土
壌
藻
類
は
、
森
林
・
農
地
に

限
ら
ず
、
極
地
を
含
め
世
界
中
の
あ
ら

ゆ
る
場
所
に
元
々
在
来
種
と
し
て
存
在
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
（

ng目
。
七
色
S
ロ

名
R
W
ω
）0

ま
た
、
雌
雄
が
な
く
、
ク
ロ

ー
ン
増
殖
に
よ
り
増
え
る
こ
と
か
ら
、
遺

伝
子
撹
乱
等
の
リ
ス
ク
が
な
い
。
な
お
、

健
康
毒
性
な
ど
の
報
告
は
な
く
、
故
意

に
多
量
に
摂
取
す
る
等
を
し
な
い
限
り
、

通
常
の
利
用
に
お
い
て
安
全
性
に
は
特
に

問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

施
工
実
績
な
ど

B
S
C
を
活
用
し
た
侵
食
防
止
お
よ

ぴ
自
然
侵
入
促
進
工
の
実
績
と
し
て
は
、

沖
縄
の
自
然
公
園
（
特
別
地
域
）
内
に

あ
る
自
然
崩
壊
し
た
林
道
法
面
、
海
岸

斜
面
へ
の
適
用
例
や
、
同
じ
く
沖
縄
の

工
事
で
荒
れ
た
渓
流
斜
面
へ
の
適
用
例
、

道
路
造
成
法
面
へ
の
適
用
例
等
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
施
工
例
で
は
、
い

ず
れ
に
お
い
て
も
施
工
後
早
期
の
自
然

植
生
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
早

い
と
こ
ろ
で
は
一
カ
月
程
度
で
自
生
種

の
芽
が
出
た
例
も
あ
る
。

な
お
、
沖
縄
県
の
自
然
公
園
内
に
生

じ
た
自
然
崩
壊
斜
面
（
海
岸
斜
面
）
に

適
用
し
た
例
で
は
、
本
工
法
で
あ
れ
ば
、

在
来
種
を
用
い
る
こ
と
や
仮
設
等
に
よ

る
伐
採
・
改
変
も
な
く
、
特
に
自
然
改

変
等
が
な
い
た
め
、
管
理
者
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
許
可
手
続
き
が
不
要
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
必
要
な
個
所
に
比
較
的
迅
速

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
近
傍
に
位

置
す
る
モ
ズ
ク
養
殖
場
へ
の
土
砂
流
出
に

よ
る
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
在
、
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
工

事
期
間
が
短
く
、
緑
化
等
に
よ
る
融
雪

期
の
侵
食
防
止
が
難
し
い
北
海
道
の
農

地
造
成
法
面
へ
の
適
用
に
つ
い
て
試
験

施
工
を
実
施
し
て
い
る
。
本
年
七
月
に

予
備
試
験
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
二
週

間
程
度
で
B
S
Cが
形
成
さ
れ
、

一
カ
月

半
後
に
は
草
本
類
が
繁
茂
し
、
植
生
の

侵
入
が
少
な
い
未
施
工
個
所
と
比
べ
て

明
瞭
な
違
い

が
確
認
さ
れ

た
。
寒
冷
地

の
農
地
で
は
、

春
季
（
融
雪

期
）
の
法
面

の
土
壌
侵
食

に
よ
り
用
水

路
や
水
田
に

磯
等
が
落
下

す
る
等
の
課

題
が
あ
り
、

引
き
続
き
実

工
事
を
に
ら

ん
だ
試
験
施

工
を
実
施
し

て
い
く
予
定

施工状況（崩壊斜面への適用例：沖縄県）

で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
こ
で
紹
介
し
た
と
お
り
、

B
S
C

を
活
用
し
た
植
生
の
自
然
侵
入
促
進
工

法
（

B
S
C
工
法
）
は
、
従
来
の
自
然

侵
入
促
進
工
法
よ
り
も
手
軽
に
か
つ
タ

イ
ム
リ
ー
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

自
然
公
園
内
な
ど
、
環
境
保
全
へ
の
配

慮
が
特
に
必
要
な
区
域
に
適
し
た
工
法

で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
誰
に
で
も
実
施
で
き
る
簡
単

な
工
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

各
地
で
の
適
用
事
例
を
増
や
し
、
よ
り

多
様
な
地
域
、
多
様
な
条
件
で
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
知
見
を
蓄
積
し
て
い
く

と
共
に
、
従
来
工
法
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
相
乗
効
果
等
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

加
藤
靖
広
・
か
と
う
や
す
ひ
ろ

日
本
工
営
株
式
会
社
社
会
シ
ス
テ
ム
事
業
部

環
境
部
課
長
。
富
山
県
出
身
で
、
名
古
屋
大

学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
を
修
了
し
、
二

O
O
二
年
に
日
本
工
営
株
式
会
社
に
入
社
。

入
社
以
降
、
主
に
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や

環
境
調
査
、
自
然
環
境
保
全
等
に
関
す
る
業

務
に
携
わ
る
。

・
工
法
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

O
一ニ
l
l

一
二
一
二
二
八
ー
八
三
八
三
（
日
本
工
営
株
式
会
社

環
境
部
（
担
当
一
加
藤
靖
広
、
鈴
木
淳
己
）
）
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